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2015 年度事業報告  

※namaste!では、年度を 1月から 12月末と定めて活動しています。 

◆総括 

 当団体は 2015年で創立後 5年目を迎えました。今年度は、これまでのワークキャンプ活動のあり方

を見直し、よりインドハンセン病コロニーの人々の被差別意識を無くすことや、尊厳の回復、そして「自

分たちのコロニーをもっと良くしよう」とする気持ちを育てることのできる方法を模索しました。その結

果、日本人学生参加者がコロニーに住む若者世代と共にワークキャンプを企画・運営する『協働型ワ

ークキャンプ注１』に発展しました。 

また、コロニーが抱える諸問題は一度の活動では解決できないことが多いことから、ワークキャンプの

計画の立て方を見直し、１箇所のコロニーでの複数回のキャンプを通してアプローチする『中長期テー

マ』を設定し、そのテーマに対して主軸となるプロジェクトを立てて活動を行うことにしました。 

日本では、ワークキャンプ参加者の日本人学生たちが、ワークキャンプを通して感じたことを名古屋大

学など名古屋地域の複数の大学の講義でプレゼンする機会を得、活動に参加する学生の発掘やハン

セン病問題の啓発などを行いました。また、呼びかけによって関東地方にある筑波大学の学生参加者

が大幅に増えました。 

しかしながら、依然として助成に頼った財政基盤の脆弱さに大きな課題が残りました。 

＊事業報告書に掲載されている個人・団体名は、敬称を省略しております。あらかじめ、ご了承くださ

い。 

 

 

 

 

 

 



１．ハンセン病元患者とその家族の尊厳の回復を実現するためのワークキャンプ活動  

１－１．2015 年 3 月協働型ワークキャンプ  

●実施概要：2015年 3月日から 3月日までの計日間、8人の日本人学生（通称：日本人キャンパー）

と 8人のコロニーに住む若者世代の有志メンバー（通称：ユースキャンパー）と共に協働型ワークキャ

ンプを行いました。 

これまでワークキャンプ活動を行ってきたインドウェストベンガル州のマニプールハンセン病コロニー

注 2にて、第一回協働型ワークキャンプを開催しました。コロニーの若者達と文字通り 24時間一緒に過

ごし、寝食を共にする形の協働型ワークキャンプは初めての試みであり、活動中は活動者同士でぶつ

かり合ったり、意見が食い違ったりすることもありましたが、最終的に互いが互いを尊重し助け合う活

動を行うことができました。 

2014年 9月に行ったワークキャンプの下見で、コロニーの人々にニーズ調査を行った結果、今最も

解決が必要とされていることはゴミがコロニーの至る所に散乱していることや、衛生状況が整っていな

いことであると判明しました。また、コロニーが不衛生であることが、近隣住民の人々のハンセン病コロ

ニーに対する差別をより助長してしまうことを鑑みて、「keep our colony clean（自分たちのコロニーを

きれいに保とう）」を中長期テーマとして設定し活動を展開しました。クリーンプロジェクトとして、以下の

内容を行いました。 

①コロニーの 2箇所にゴミ収集場を設

置する。 

 

村長、ユースキャンパーと共に、コロニ

ーの中でもよりニーズの高いエリアを選

別しセメントやレンガ、ペンキなどで皆で

力を合わせて製作しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コロニーの子供たちを誘ってゴミ拾い

大会を行う。 

 

コロニーの子供たちを誘ってコロニー周

辺の特に汚いエリアのゴミ拾いを行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 



③活動の一環として行われるコロニー

でのパーティで、ゴミの害悪とゴミ拾い

の重要性をテーマにした劇を行う 

 

インド人にも馴染みのあるドラえもんを

題材にベンガル語で演じました。観覧者

であるコロニーの人々は食い入るように

見てくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ゴミ収集場を管理するエリアリーダー

をコロニーの村人から 2人選出する 

 

村長とユースキャンパーと話し合い、各

ゴミ収集場近くに住むコロニーの村人か

ら選出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤コロニーの人々に呼びかけて、コロニ

ー全体でゴミ拾いをするゴミ拾いディを

開催する 

 

仕事や家事の合間を縫って合計８０人

ほどのコロニーの人々が参加してくれま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥村長と日本人キャンパー、ユースキ

ャンパーで、ゴミ収集場をどう管理して

いくかを決めるミーティングを開催す

る。 

キャンプの終盤に開催。ゴミ処理方法

や担当、頻度など、村長、エリアリーダ

ー、ユースキャンパーが協力して行うと

管理方法が決まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

それ以外のプロジェクトとして、小学校で日本語を教える交流会などを行いました。 

●評価と課題：当活動の半年後にコロニーを訪問した際、作成したゴミ収集場の使用状況等をチェック

しました。コロニーの人々の全員とは言いませんが、ゴミを道端ではなくゴミ収集場に捨てる人々が少



なからずおり、多少ではありますが、コロニー全体が少し綺麗な状態で保たれていました。ゴミ収集場

の管理状況ですが、ワークキャンプで行ったミーティングで決めた通りとまではいきませんが、ユース

キャンパーやエリアリーダーを中心にきちんと管理されていることを確認することができました。しかし、

現状ではコロニーの人口や土地面積に対してゴミ収集場の数が足りないので、ゴミ収集場の増設が必

要です。更に、ゴミを所定の場所に捨てる習慣のない人がまだ多くいるため、クリーンプロジェクトの継

続と、より有効的な啓発方法の検討が必要です。また、ユースキャンパーとしてワークキャンプ活動に

参加したコロニーの若者世代の心情がどう変化したかを具体的に聞くことができなかったので、どう今

後ヒアリングするのかの検討が必要です。 

１－２．2015 年 9 月協働型ワークキャンプ  

●実施概要：2015年 9月日から 9月日の計日間、10人の日本人キャンパーと 10人のユースキャン

パーと共に協働型ワークキャンプを行いました。 

 これまで活動を行ってきたインドウェストベンガル州のマニプールハンセン病コロニーにて、第二回協

働型ワークキャンプを開催しました。中長期テーマをもとに、前回から引き続き、クリーンプロジェクトを

活動の主軸とし、以下の内容を行いました。 

①新たにコロニーの 2箇所にゴミ収集

場を設置する 

 

村長、ユースキャンパーと話し合い、コ

ロニーの僻地と独居老人エリアに設置

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②毎日、コロニーの子供たちを誘ってゴ

ミ拾い大会を行う 

 

ゴミ拾いの啓発効果をより高めるため

に毎日行うことにしました。 

また、前回キャンプでは着手できなかっ

たコロニーの池の掃除を集中的に行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③毎日、現地のベンガル語と写真を使

った紙芝居を使って、コロニーの人々の

家々を回りゴミの害悪と有用性につい

ての啓発を行う。 

 

啓発後には質疑応答や意見交換などを

行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④活動の一環として行われるコロニー

でのパーティで、ゴミの害悪とゴミ拾い

の重要性をテーマにした劇を行う 

 

家々を訪問して行った啓発と連携させ

た内容で行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ゴミ収集場を管理するエリアリーダー

をコロニーの村人から 2人選出する 

 

村長やユースキャンパーと話し合い、設

置したゴミ収集場近くに住む 2人を選

出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥コロニーの人々に呼びかけて、コロニ

ー全体でゴミ拾いをする「ゴミ拾いディ」

を開催する 

 

大々的に呼びかけたこともあって、今回

は百数十名のコロニーの人々が参加し

てくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦村長と日本人キャンパー、ユースキ

ャンパー、加えてエリアリーダーで、ゴミ

収集場をどう管理していくかを決めるミ

ーティングを開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

それ以外のプロジェクトとしては、ハンセン病の後遺症や高齢化に伴い、中々人と関わることができな

い独居老人を対象とした小さなパーティを行ったり、ワークキャンプを通して起きたユースキャンパーの

心情の変化を聞くためのヒアリングプロジェクトを行ったりしました。ヒアリングプロジェクトでは、ユース

キャンパーの変化を聴くことができ、ワークキャンプの効果を強く感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Tarani Das (20歳、前回キャンプから引き続き参加) の変化 

ワークキャンプに参加する前は、差別問題やゴミ問題など様々な課題を抱

えているコロニーが好きではなかったし、外部でコロニー出身者であること

を他人に伝えることができなかった。コロニーを良くしたいと思ってもどう行

動すればいいのかわからなくて何もできなかった。しかし、ワークキャンプ

に参加してみてどう行動すればいいのか分かった。今では、小さなことから

少しずつ仲間とやっていけばいいんだということが分かったし、コロニーの

ことを好きになれた。また、外部で胸を張って自分をコロニー出身者である

と言えるようになった。 

 
Manojit Roy (19歳、前回キャンプから引き続き参加) の変化 

初めてのワークキャンプのオリエンテーションの時（2014年 9月）には、コ

ロニーの友達や村長に誘われたから参加した。けれど、今じゃワークキャ

ンプは自分の夢になっている。自分たちが頑張ることで、少しずつコロニー

が良くなっていく様を見れるのがすごく嬉しい。日本人と一緒に過ごす時間

もかけがえのない時間だ。今では自分やコロニーの成長のために、ワーク

キャンプに参加することを家族も応援してくれるようになった。 



●評価と課題：今回キャンプでは、ヒアリングプロジェクトにおいて、ユースキャンパーがワークキャンプ

をどう感じているかを聞くことができたことが大きいと感じています。今後もきちんとヒアリングを行い成

果として記録していくことが重要です。また、コロニーの人々の家を一軒ずつ回り、ゴミに関する啓発を

行う中で、訪問した先々のコロニーの人々からゴミについてどう思っているかを聞くことができました。

更に、ワークキャンプ開催時でない期間、ゴミ収集場をコロニーの人々自ら管理するというプロセスの

中で、村長、エリアリーダー、ユースキャンパーら、コロニーの人々が協力し合って、自分の為だけでな

くコロニーの為に、自発的に動くという流れを作ることができたことは、今後のコロニーの自助組織形成

の一歩につながったのではと感じています。しかし、依然としてゴミ問題を啓発する必要はありますし、

必要だと思われる数のゴミ収集場が建設できた今、今後はコロニーを取り巻くどの衛生問題に取り組

むかをコロニーの人々と話し合うことが必要です。 

 

２－１．日本の大学での広報活動  

●実施概要：今年度はワークキャンプ活動に

新たに参加する日本人学生の発掘とハンセ

ン病問題の啓発のために広報活動に力を入

れました。 

10月 17日には名古屋大学のホームカミング

デーイベントで行われた国際開発研究科シン

ポジウムⅡ「ワークキャンプとは何か？―学生だからできる国際協力とボランティア―」でプレゼンター

として登壇しました。11月 24日には金城大学、11月 26日には愛知淑徳大学、11月 30日には名古

屋大学での講義で時間を頂き、それぞれ 90分間のプレゼンテーションを行いました。 

●評価と課題：プレゼンテーションに対する聴講者の学生や担当教授からはとてもよかったとの言葉を

頂きました。また、ハンセン病についての正しい地域を得られたとの声もあり、日本でハンセン病問題

を風化させない為の啓発活動としては有意義なプレゼンテーションができたと感じました。しかし、ワー

クキャンプ活動に新たに参加する日本人学生の発掘と言う点では、課題が残りました。プレゼンテーシ

ョンを聞いて興味を持ってくれた人数は 17名と少なくありませんでしたが、ワークキャンプ活動に実際

に参加することになった新しい学生メンバーの数はわずか 2名でした。日本が不況であること、当団体

が任意団体であることから社会的信用度が低いこと、安全対策はしっかり行っているものの渡航先が



インドであることから親御さんから許可が下りない、といったことが原因として挙げられます。より多くの

学生を巻き込むためにも、上記の問題を解決することが必要不可欠です。 

名古屋地区では苦戦したものの、筑波地区での広報活動は順調に進み、新たに計 7名が活動に参加

しました。その結果、名古屋支部だけではなく、つくば支部を立ち上げ、2016年 5月に法人化する予

定の当団体「NPOわぴねす」の傘下の学生運営任意団体「インドワークキャンプ団体 namaste!名古

屋支部／つくば支部」としてそれぞれ活動を展開していくことになりました。 

 

注１．協働型ワークキャンプとは？ 

１．背景  

差別問題は、「他者からの差別意識」と「自らを差別されている対象としてみなす被差別意識」という二つの要素が

絡み合うことで生じることの多い問題であるが、インドのハンセン病問題も同じようにこれら二つの要素によって生

じ、悪化しているケースである。特にインドのハンセン病問題の場合、宗教やカーストが絡んでくるため、他の差別

問題よりも、当事者の方々の被差別意識の度合いが高いように感じる。 

実際にインドハンセン病コロニーでの活動を通して、様々なコロニーのハンセン病快復者とその家族に出会って感

じたことであるが、昔はさておき現在は、親の教育に対する意識が高い家庭の子供は元気に学校に通え、学校で

も差別を受けることなく友達を作れる環境にある場合が多い。さらに、同じコロニーにハンセン病快復者の家族とし

て生活している村人の中でも、貧富やモラル、子供たちの就学状況や衣服の清潔さに差があることは結局、彼ら

自身の意識の持ちようによるのではないだろうかと考えたのだ。私が見てきた限られたインドハンセン病問題に関

して言えば、「外からの差別」が彼らの尊厳を最も損なわせているというよりも、「彼ら自身の被差別意識」が最も彼

らを苦しめているように見えるのだ。もちろん、私のしらないところで、他者からの差別に苦しんでいる方々はいる

のだと思うが、それでも、「差別意識」だけでなく、「被差別意識」に対するアプローチ、可能であれば両方に対する

同時のアプローチがインドハンセン病問題を是正するためには重要だと強く感じる。 

以上の考えの上で、ワークキャンプという手法はコロニーに滞在し、村人と寝食を共にして彼らと比較的関係を築

きやすいことから、より被差別意識に対する効果を上げやすいワークキャンプを模索することとなり、結果的に「協

働型ワークキャンプ」に行きついたのであった。 

２．これまでのワークキャンプを振り返る  

2013年 9月から、マニプールコロニーにて「近隣の住民の差別意識の是正」「コロニー住民の被差別意識の是

正」を目的に開催されてきた namaste!のワークキャンプであったが、振り返りから以下の問題点を抱えていること

が分かった。 



問題点 

・「支援者」と「被支援者」という関係 

「友達や家族のような関係を築くことができる」と謳われていた従来のワークキャンプだったが、現状ではキャンパ

ーが「ゲスト」もしくは「支援者」、村人が「被支援者」という認識・対応で終始してしまっている。この関係では、互い

を「○○さん」という一人の人間ではなく、「支援しに来た日本人」と「差別されてかわいそうなコロニーの村人」とい

う認識に終始してしまい、活動者自身が差別意識をぬぐえていない関係を結ぶことになってしまっていた。 

・村人のポテンシャルが活かせていない 

2013年 9月のワークキャンプを経て、コロニーにはコロニーや彼ら自身の将来を考えて活動、生活している村人

がいることが分かった。しかしながら、従来のワークキャンプでは意見をコロニーの中心メンバーに聞くことはある

ものの、企画運営を全てキャンパーが行っていたため、彼らのポテンシャルを生かすことができていなかったこと、

更に協働することで生まれる相乗効果を期待することができていなかった。 

・インフラ整備に終始している 

ハンセン病の差別を是正することができると謳われていたワークキャンプであったが、これまで行っていたワーク

キャンプの形式では、村人の意識を変化させ、コロニーや彼ら自身の将来を考え彼ら自身が行動するような目に

見える効果は無いに等しかった。 

３．新たなアプローチ方法  

『コロニーの将来を担う若者をワークキャンプに巻き込み、寝食を共にしながら活動を行う』 

①コロニーに住む村人の内、日本人学生（日本人キャンパー）と同世代の、コロニーの将来を担う第三世代の若者

（20歳前後）をワークキャンプ誘う。 

②コロニーの若者に、オリエンテーションなどを行い、10人ほどを選抜し、ユースキャンパーとする。 

③日本人参加者とユースキャンパーで寝食を共にしながら、コロニーの抱える問題やニーズ調査、話し合いを行

い、プロジェクト内容を決め、活動を行う。 

④活動後は、日本人キャンパーだけでなくユースキャンパーに感想文と心情の変化を聞き、活動の評価対象とす

る。また、キャンプが開催されていない時期や、村人による自主的な活動も毎回のキャンプで調べ、評価対象とす

る。 

４．予想されうる効果  

・日本人と村人間の信頼度の増幅。 



共に企画運営することで、日本人キャンパーと村人間の距離が近まり、互いに対する信頼度が高まる。その結

果、キャンプを通してより密接な関わりを形成することができる。 

・「一緒に村を良くしていく仲間」の創造。 

日本人キャンパーを「ゲスト」、村人を「被支援者」という認識でなく、「一緒に村を良くしていく仲間」として捉えこと

ができる。 

・村人の被差別意識の軽減。 

日本人キャンパーとユースキャンパーの関係が、「仲間」になることで、外部から来た人間とこれまでにない関係を

築くことができるようになる。その結果、村人の外部の人間に対する意識に変化が起こり、彼の被差別意識を軽減

することができる。 

・現場の意見により則した活動の展開。 

日本人キャンパーとユースキャンパーが共に活動を企画、実行することで、ワークキャンプをより村人の意見を反

映させた、現場のニーズにより則したものにすることができる。 

・キャンパーや村人の自信や自己肯定感の回復。 

ワークキャンプを協働型にして行い、日本人キャンパーやユースキャンパーに「責任を持ってやり遂げる」という経

験をしてもらうことで、彼ら自身の自信や自己肯定感を回復することができる。 

・村人の中で、将来のコロニー像や次世代についてを考える人が増える。 

コロニーをより良くするためのワークキャンプに村人に参加してもらうことで、既に意識の高い村人以外にもコロニ

ーや自身の将来について考える機会を提供することができる。 

・コロニーをもっと良くするムーブメントを起こす 

コロニーをより良くするためのワークキャンプにユースキャンパーに参加してもらうことで、既に意識の高い村人以

外にもコロニーや自身の将来について考える機会を提供することができる。その結果、村人の中で「コロニーをも

っと良くしよう」という人々が増え、コロニー内でムーブメントや自助組織を作ることができる。 

⇒インドハンセン病コロニーの負の連鎖を断ち切るきっかけをつくる 

ユースキャンパーは主に今後コロニーの将来を担う世代に絞る。コロニーや自身の将来について考え、プロジェク

トを企画運営に携わり自身や諸問題の変化を見ることで、「考えること」「あきらめずに行動すること」の重要性を

知ったり、「行動すれば状況が変わるかもしれない可能性」を感じることができるようになり、活動期間中でなくとも

自ら行動を起こすようになる。その結果、これまでインドのハンセン病コロニーで続いてきた、ハンセン病の差別か

ら始まる次世代への被差別意識という負の連鎖を断ち切ることにつながる。 



注 2．マニプールハンセン病コロニーとは？ 

コロニーの正式名称 

Manipur Leprosy Colony 

コロニーの住所 

Po-Adra, Dist-Purulia,  

Pin-723121,WestBengal, India 

リーダーの氏名・連絡先 

Nabakumardas／09434543344 

アクセス 

・アドラ駅から西に 0.5km 

・アドラバス停留所から西に 0.5km 

コロニーの登記の有無 

登記済み 

コロニーの土地の所有 

Manipur Leprosy Rehabilitation Centre 所有 

総家族数 総戸数 ハンセン病快復者数 

     ２１２ 人      ２１２ 人      ４５７ 人 

コロニー人口内訳 

   男性   女性    子供   総人口 

  ３３８ 人   ３１７ 人   ２９０ 人   ９９５ 人 

建物・家の状態 

泥・土壁（８８％）・レンガ（１０％）・コンクリート（２％） 

建物・家の所有 

個人所有 

コロニー内の基本設備・施設 

 水道 ７つのハンドパイプ有り。しかし、５つ足りない。水の状態良好。 

 電気 ある。何人かはお金を払っているが、多くの人は盗んでいる。 

 道路 ボコボコで舗装されていない。 

 学校 小・中学校はコロニー内にあってすべての子供が通っている。 

高校は全員通うことができるが、お金の問題で通えない子もいる。 

 病院 ない。薬や包帯を政府が支給してくれるが十分でない。 

医療 

コロニーから６km 離れた場所に政府の病院がある。車かオートリクシャーでしか行けない。 

診察には、貧困層の人々が持つカードをみせれば、無料で治療してくれる。 

しかし、これはカゼのような軽い病気に限られており、手術を要する高額医療などはお金が掛かる。また、後遺症の



ある人の診察は、医者が怖がったり、気味悪がったりして、ほとんど診てもらえないのが現状である。 

政府からの支援 

子供１人につき１ヶ月／９００ルピー支給されるのみ。ハンセン病快復者へのサポートは一切ない。 

生計 

① 物乞い（９５人）②家畜（６０人）③土方（５５人）④農業（２６人）⑤売店（２５人）⑥事務職（２０人）⑦公務員（１５

人）⑧失業者（８５人） しかし、職に就いている人も本職だけでは生活ができず、１８１人が掛け持ちで物乞いを

しているのが現状である。 

宗教 

ヒンズー教（大多数）・イスラム教（少数）・キリスト教（少数） 

 


